
食品中の放射性物質対策の意⾒交換会

放射性物質汚染からの農業復興を目指して！
【〜元飯舘村職員が⾒た現実と未来】

農林⽔産省所管法⼈

国⽴研究開発法⼈ 国際農林⽔産業研究センター
（前）飯舘村復興対策課 万福 裕造

浪江町での営農者への説明の様⼦
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地震・津波・原⼦⼒発電所事故
３つが影響している難しい災害

３つの災害
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派遣されてからこれまで・・・
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H23年度５⽉ 農林⽔産省 技術会議事務局にて
放射性物質除去の技術開発を担当

H24年度４⽉ 福島県「飯舘村 復興対策課」へ

・農地除染技術開発、除染後農地の復旧
・焼却施設の検討、⽴地に対する地元説明
・リスクコミュニケーション
・太陽光発電事業の計画
・住⺠説明会や懇談会など
・全国で風評被害対策セミナー
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説明会の様⼦

飯舘村公開ページより引用
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福島第１原発から放射性物質の広がり
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2013年3月11日公表 航空モニタリング汚染マップ
参考 http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/362/list-1.html 原子力規制委員会
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避難指示区域の⾒直し及び解除

１
１
１
１
１
１

避難指示解除準備区域：
年間積算線量20ミリシーベルト以下となることが確実であること

が確認された地域

居住制限区域：
年間積算線量が20ミリシーベルトを超えるおそれがあり、住⺠の

被ばく線量を低減する観点から引き続き避難の継続を求める地域

帰還困難区域：
５年間を経過してもなお、年間積算線量が20ミリシーベルトを下

回らないおそれのある、現時点で年間積算線量が50ミリシーベルト
超の地域
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住⺠に正確に理解をしていただけない放射性物質
7

住⺠には正しく理解されていない
放射性物質とは放射線を出す物質のこと。

放射線とは放射性物質からでる⾒えない線。

放射能とは放射線を出す能⼒のこと。

安全と安心が違った感覚となる難しい課題。
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放射線の⼈体への影響
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参考：鹿児島大学HPより（一部修正）

もともとある⾃然放射線から受ける線量

2.1約

（日本平均）

ミリシーベルト
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農地土壌中の放射性物質の分布
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耕していない農地土壌の深さ別の放射性セシウム濃度
（耕起している場合やイノシシ被害がある場合はこの限りではない）

2.5cmの深さ
に95％が存在

http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/110914.htm

（飯舘村伊丹沢の水田土壌）

粘土やシルトなど細かい
粒⼦に放射性セシウムが
多く結合
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農地の除染への取り組み
10

� 現地のほ場における実証試験を踏まえ、土壌中の放射性セシウム濃度や地目に応じた農地土壌の除染技
術の適用の考え方を提示(平成23年９月14日)。環境省の「除染関係ガイドライン」に内容が反映(平成23
年12月14日)。

� 今後、確立された技術を着実に現場で導入（必要な用具や具体的な作業手順等を示した農地土壌の除染
技術の手引きを公表（平成24年３月２日））。

土壌の放射性セシウム
濃度別適用技術

土壌撹拌

固化剤を用いた
削り取り

芝・牧草の
はぎ取り

基本的な削り取り

資材施用区の耕うん

※作物による土壌中の放射性
セシウムの吸収を抑制する
ため、カリウムや吸着資材
を施用する栽培方法

土壌の放射性

セシウム濃度
適用する技術

～ 5,000
(Bq / kg)

反転耕、移行低減

栽培(※)、表土削

り取り(未耕起圃

場)

5,000 ～
10,000

(Bq / kg)

表土の削り取り、

反転耕、水による

土壌撹拌・除去

10,000～
25,000

(Bq / kg)
表土削り取り

25,000 
(Bq / kg)～

固化剤を使った表

土削り取り

反転耕(畑、水田)

移行低減栽培

http://www.s.affrc.go.jp/docs/press/110914.htm
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放射性セシウムの粘土への固定



水の全放射性セシウム濃度（Bq/L）

水の溶存態放射性セシウムの割合

福島県内の水田における潅漑・排水および田面水の全放射性セシウム濃度に対する溶存
態放射性セシウム濃度の割合（江口ら，2013）
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表土削り取り後の⽔稲作付けと収穫
13

平成23年 栽培試験結果（10a当）

あきたこまち：530kg ひとめぼれ：410kg
玄米のセシウム濃度は 約 20 Bq/kg

＜参考＞平成22年度の飯舘村の⽔稲平均収量：519 kg / 10a       

空間線量率の推移

除染前 ：7.1μSv/hr
↓

除染直後：3.4μSv/hr
↓

稲収穫後：1.9μSv/hr

＜参考＞
隣接未除染ほ場：5.7μSv/h

出典 試験データ参照：技術会議事務局及び中央農研
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平成23年度のポット栽培試験の結果

農業総合センター内の土壌（灰色低地土）を用いたポット栽培では、土壌の放射性
セシウム濃度が60,000Bq/kgを超えても、玄米濃度は100Bq/kgを超えなかった。
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元素周期表
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土壌の交換性カリ含量と玄米への移⾏係数の関係
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土壌の交換性カリ含量 mg/100 g

福島県他３県のほ場試験の結果から、土壌の交換性カリ含量が確保され
れば、玄米への移⾏係数が低下することが示された。
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浪江町 除染後の営農試験

除染完了後
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浪江町 除染後の営農試験
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【26年6⽉4日撮影 浪江町 酒田】

除染後、初めての営農試験
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浪江町 代掻きが重要
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各種夏野菜への土壌中の放射性セシウムの移行係数

・黒ボク土畑において2011年に栽培した夏作野菜15品目への放射性セシウム

の移行係数は、0.0004～0.0055である。

・野菜類への移行は全般的に少なく、特に果菜類の係数は低い傾向にある。

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

キュウリ
(n=9)

トマト
(n=6)

ナス
(n=8)

ピーマン
(n=6)

ｽｲｰﾄｺｰﾝ
(n=3)

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ
(n=6)

キャベツ
(n=14)

玉レタス
(n=17)

ﾘｰﾌﾚﾀｽ
(n=3)

ネギ
(n=6)*,**

ネギ
(n=3)**

葉ネギ
(n=4)

ﾎｳﾚﾝｿｳ
(n=7)

カブ
(n=9)

ダイコン
(n=9)

ニンジン
(n=5)

バレイショ
(n=6)*

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
行
係
数

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
移
行
係
数

0.012

0.010

0.008

0.006

0.004

0.002

0.000

キ
ュ
ウ
リ

ト
マ
トナ

ス

ピ
ー
マ
ン

ス
ウ
ィ
ー
ト
コ
ー
ン

キ
ャ
ベ
ツ

玉
レ
タ
ス

リ
ー
フ
レ
タ
ス

ネ
ギ

ネ
ギ

葉
ネ
ギ

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

カ
ブ

ダ
イ
コ
ン

ニ
ン
ジ
ン

バ
レ
イ
シ
ョ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

（農研機構ホームページより抜粋）
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避難指示区域における26年度試験栽培
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苺の初出荷
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「検査しています」
「安全です」

生産者の都合

産地表記
検査数値表記
消費者が選択でき
るようにしなけれ
ば信用されない
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除染で発生する⼤量の廃土（フレキシブルコンテナ）
24

農地除染により発生する⼤量の廃土
農地除染ばかりでなく、宅地除染、
森林除染でも⼤量の廃棄物が発生
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仮置き場に苦慮
25

減容化が必要

農地除染実証事業30ｈａ
↓

約23,000体のフレコンが発生
うち3,000袋が雑草残渣

↓
仮置き場の設置は困難を極める
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住⺠感情の理解、住⺠との距離感

� とにかく話を聞く
� わかりやすく、繰り返し説明、

理解が深まるまで説明
� へこたれない
�説明会は小さな括りから丁寧に
�リスクは隠さない
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次世代への情報・技術の継承は我々の責務

先送りされる問題につ
いて、現状の把握、説
明は我々の責務。
将来、何かあったとき
に何も対応出来ないこ
とのないよう、将来を
⾒据えた研究開発こそ
望まれる。
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放射性物質拡散からこれまでの現状と直轄除染エリアの除染廃棄物処理と農業再生に向けて
28


